
スポーツ局

　

新ビジョン（新総合計画）

県スポーツ推進計画

【総合計画】

【分野別計画】

　

　

　
　

　　〇スポーツ基本法第31条、県スポーツ推進審議会条例

　　○スポーツ推進に関する諸問題について調査・審議し、これらの事項を

　　　 知事に対して建議

　　〇委員20名以内・任期２年

　　　・高橋　和子（静岡産業大学）・長澤　滋文氏（県中体連会長）

　　　・山本 昌邦氏（静岡県サッカー協会副会長）・石黒　えみ（亜細亜大学）他

　
　

　
　　○新ビジョンに掲げるスポーツ施策の取組状況や成果指標の推移、

　　　 今後の方向性等について審議

総合計画審議会

県スポーツ推進審議会

サイクルスポーツの聖地創造会議
〇県自転車活用推進計画2022～2026の推進に関する助言と進捗確認

○「競技振興部会」「サイクルツーリズム・走行空間整備部会」 「裾野拡大・安全部会」の３部会

（公財）静岡県スポーツ協会
会長　中谷　多加二

〇RWC2019レガシー継承を図る為ソフト・ハード両面から施策検討

○大会組織委員会が作成した「ラグビーワールドカップ2019未来計画」を念頭に施策検討

【分野別 審議会】

【附属機関 審議会】

【検討会議】

 2009.06  ＲＷＣ2019日本大会決定
 2011.06　スポーツ基本法（振興法を改正)
 2013.09  東京2020オリピック開催決定
 2015.10  文科省スポーツ庁設立
 2016.04　県スポーツ局設置（2007.06地方教育行政法
　　　　　　  改正によりスポーツ政策を知事部局で実施可に）

2019.10   RWC2019開催 
2020.04  スポーツ・文化観光部に改称
2021.07  東京2020オリパラ開催

総合戦略　戦略３
　“ふじのくに”ならではの魅力ある暮らしを提供し、

新しい人の流れをつくる

（2022～2025年度）
○政策11-1 スポーツの聖地づくり

成果指標（目標値） 現状値/2024年評価

県内施設等でスポーツする人・観る人の人数(15,000千人) 14,312,403人※2023年度

成人の週１回以上のスポーツ実施率(70％) 52.3％ 

スポーツに親しんだ県民の割合（90.2%以上） 88.3％

(国)第三期スポーツ基本計画

＜基本方針１＞スポーツによる健康づくりの推進　
                                        　　　　575百万円
　○幅広い世代への生涯スポーツ振興
　○スポーツ施設の整備と利活用の促進

【経緯・背景】　

(2018.4設立/議長 知事)
(2020.6検討委員会設立/座長 星野明宏氏)
※2021.4から推進委員会に改組(SRFU主体で実施)

まち・ひと・しごと創生県民会議

【外郭団体】 静岡県レクリエーション協会
会長　天野　一

（公財）静岡県障害者スポーツ協会
理事長　中西　勝則

ラグビー聖地化推進委員会

〇スポーツ振興、県民の体力向上
　　・健康増進 等

〇障害者スポーツ振興、障害者の
   社会参加の促進等

〇軽スポーツ活動の普及・
   振興、余暇の充実等

○国スポーツ基本計画を参酌して策定（2022～2025年度）
○本県のスポーツ推進の基本的な方向性を示した計画

スポーツの聖地づくり関連事業

 　              1,171百万円

R7.2.18　

スポーツ・文化観光部長
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スポーツ振興課

スポーツコミッション
Shizuoka

R6年度
組織図

R７年度
当初予算

ビーチ・マリンスポーツ連絡会議

○海洋スポーツの振興と地域活性化に、県・沿岸市町・関係団体と

　連携して取り組む

スポーツチーム連絡会 
○県内プロスポーツチーム等とのネットワークを構築し、情報発信・

賑わい創出等に取り組む

スポーツ・レクリエーション推進検討会(2020.11設立) (2023.9設立)

○スポーツ・レクリエーションを通じた生涯スポーツの全県展開に向けた

　課題や施策について、関係団体・各市町と連携して検討 

(2020.10設立)

＜基本方針２＞スポーツ文化の醸成とスポーツを
通じた共生社会の実現　                      431百万円
　○トップアスリートの活躍によるスポーツへの関心喚起等
　○障害の有無にかかわらないスポーツ振興

＜基本方針３＞地域特性を活かしたスポーツによる
地域と経済の活性化　　　　　　　  　      158百万円
　○スポーツによる交流促進
　○交流を促進するための体制整備　　　　　　　　　

＜改定スポーツ推進計画＞大規模国際スポーツ大会の終了に伴い、イベント中心の取り組みから日常におけるスポーツ振興への転換

○複合的な領域であるスポーツ
行政を、スポーツ局長をトップと
して部局横断で連絡調整
　

スポーツ推進審議会
実務者会議

スポーツコミッション
Shizuoka(R5.4～)

スポーツ政策課


